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生駒市医療介護連携ネットワーク協議会 

第３回認知症対策部会 会議録 

開 催 日 時 平成 28 年 11 月 4 日（金） 午後 2時 00 分～午後 2時 50分 

開 催 場 所 生駒メディカルセンター３階 研修室 

出 席 者 

（委 員） 

 

山上部会長、中溝副部会長、川田委員、徐委員、茨木委員、喜多委員、湯川委員、 

近藤委員 

 

出 席 者 

（ その 他） 
奈良県郡山保健所 健康増進課 水谷係長（橋本委員代理） 

欠 席 者  

事 務 局 

 

島岡高齢施策課長、田中地域包括ケア推進室長、渋谷地域包括ケア推進室包括ケア

推進係長、中村地域包括ケア推進室包括ケア推進課係員 

 

傍 聴 ２名 

案 件 

（１）認知症ケアパスについて 

（２）認知症チェックシートについて 

（３）認知症に関する研修企画について 

資 料 

 

平成 28 年度 第３回認知症対策部会 会議次第 

資料１ 認知症あんしんガイド～生駒市認知症ケアパス～(案) 

資料２ 認知症チェックシート(案) 

資料３ 九州保健福祉大学教授 小川敬之氏 資料 

資料４ 生駒市医療介護連携ネットワーク協議会第２回認知症対策部会会議録 

 

議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 内 容 

 １ 開会 

２ 案件 

 

 

部会長 

 

 

事務局 

案件(1) 認知症ケアパスについて 

 

認知症ケアパスにつきまして、事前にメール等でご意見いただいておりました

が、案としてできあがりましたので、事務局から説明をお願いします。 

 

（資料１に基づき説明） 

  

部会長 質問やご意見はありませんか。 
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委員 認知症ケアの症状と経過のページ。「医療を受けたい」の部分、認知症デイケア

が入っているのが少しわかりにくい。 

  

事務局  医療のデイケア。ハートランドしぎさん等でやっている自立支援医療に対応す

るデイケアのこと。医療的なサービスという意味でこちらに記載しています。 

  

委員 「利用できるサービスについて」、各サービスについて問合せ先が記載されてい

るところと記載されていない場合がある。できる限り記載していただければ。 

  

委員  問合せ先を記載していただき、ケアパスを見た人がサービスにつながるように

していただきたい。 

  

委員 ２ページ目、チェックリストの部分。「受診・相談してください」との記載があ

るが、参照ページを記載するとつながりやすいかと。また、「医療機関やその他の

相談窓口へ」との記載の部分で、「その他」は何を指しているのか。 

  

部会長 「その他の」を削除し、参照ページの挿入をお願いします。 

これが完成版ですか。このまま印刷されるのですか。 

  

事務局 これは事務局で作成した案。これをもとに業者に細部を調整してもらって、印

刷することになります。 

  

委員  認知症デイケアは、ここで相談を受けるということか。 

  

事務局  認知症で精神科の病院を受診される方が利用されるような精神科でやっている

デイケアのこと。社会資源の 1つとして記載させていただいた。 

  

委員  実際にやっているところもあるのですか。 

  

事務局  ハートランドしぎさんでやっています。作業療法士などがいます。デイケアを

記載するとわかりにくいようなら、削除させていただきます。 

  

委員 実際に利用できるサービスとしてあるなら、記載していただければ。 

  

委員 かかりつけ医は対応可能ですか。 

  

部会長 専門的なところまでは難しいが、相談を受けるという形になるかと思います。 

  

事務局 「医療を受けたい」の部分、「かかりつけ医・専門医のいる診療所、病院・認知

症疾患医療センター」というように、「病院」を追記させてください。 

 

部会長  どこへつなげるかが一番大事。それが分かりやすくなるようもう少し手直しし

ていただければ。 
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事務局 認知症の 4つの疾患についても掲載するべきか、委員の皆さんのご意見がわか

れておりましたので、ご意見をいただけましたら。 

  

部会長 いかがでしょうか。 

  

委員  参考としてあっても良いかと思います。パンフレットとして記載しておくこと

は問題ない。 

  

部会長 アルツハイマー以外はあまり知られてませんし、参考として記載していても良

いですね。 

  

委員 もっと分量を減らすのであればなくても良いと思いますが、これくらいのボリ

ュームになるのであればあっても問題ないと思います。 

  

委員  これはどこで配りますか。 

  

事務局 市内の公共施設に置いたり、出前講座で配布する等、色々なところで市民の目

に触れるようにしたいと思います。関係各団体にもお配りしたいと思います。 

  

委員 字が小さいですが、プロが見やすくしてくれるということですよね。 

  

委員 目次の題名と実際の項目が合っていないところがあるので、調整をお願いしま

す。 

  

事務局  修正部分を確認させてください。 

 ・目次を項目と合わせる。 

・チェックリストの「その他の」を削除、参照ページを記載。 

・4つの疾患はそのまま記載 

・認知症のケアの症状と経過「医療を受けたい」の部分について、「病院」を追

加 

  ・「利用できるサービスについて」、問合せ先を記載 

 ・文字を見やすいように。 

  

部会長 その辺りを整理していただき、認知症ケアパスとして発行させていただきます。 

  委員の皆さんからも事前にご意見いただいておりましたので、充実したケアパ

スができるかと思います。 

  

 案件(2) 認知症チェックシートについて 

部会長 このチェックシートはケアパスにも含まれていますよね。 

  

事務局 何か不安がある人はケアパスを手に取られるかと思いますが、市民の皆さんに

手に取ってもらいやすいような１枚ものを、とのご意見が前回ありましたので、

案を作成しました。 

  

委員  こちらにも問合せ先を入れていただければ。 
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部会長  チェックがいくつあれば、といった指標はないのですか。 

  

事務局  ご家族向けのチェックリストには指標があるのですが、ご自身用のものにはそ

ういったものがないようです。チェックがあれば相談していただくといったこと

になります。 

  

部会長  では、これで発行準備をお願いします。 

  

  案件 3 認知症に関する研修企画について 

部会長  事務局から説明をお願いします。 

  

事務局  前回市民向けフォーラムについてもご意見いただいていたが、9月 12日に急遽

開催させていただいた。今年度は多職種連携の専門職向けの研修会を開催したい。 

  2 月 19 日(日)、コミュニティセンター文化ホールを押させている。講師は、九

州保健福祉大学の小川敬之教授（資料３）に打診し、内諾をいただいている。 

 小川先生に講演をしていただいた後、ご参加の皆さんでグループワークをして

いただければと考えている。ご意見いただきたい。 

  

部会長 多職種とはどこまでを考えていますか。 

  

事務局 その辺りもご議論いただきたいと考えています。 

  

部会長 人数が多いと収拾がつかなくなるということはないか。 

  

事務局 文化ホールを押さえているので、大丈夫かと思います。 

  

部会長 講師の先生はこの方でお願いします。業種ですが、介護関係者は市内にかなり

いらっしゃるかと思いますが、どこまで広げますか。 

  

事務局  各事業所に声かけし、人数を制限することは可能です。 

  

部会長 せっかくですし、介護関係は全部声かけてみましょうか。 

  

事務局 施設職員も認知症ケアが難しいので、研修をして欲しいとの要望が行政にもあ

がってきています。 

  

部会長 歯科、医科、薬剤師会等につきましても、広くお願いします。声かけについて

は事務局にお願いしたいと思います。 

ディスカッションの内容はどうされますか。 

  

事務局  テーマをいくつか提示し、どのテーマでやるかも各グループで決めていただき、

ディスカッション後に各グループから発表していただければ、複数のテーマにつ

いて持って帰っていただけるかと思います。 
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部会長  事務局は大変かとは思いますが、講演終わってすぐ解散ではなく、参加者同士

が接する機会を作るのは良いと思います。知り合いになれば連携も深まりますし。 

  

事務局 委員の皆さんにもご参加いただければと思います。 

  

部会長 その他について、事務局からお願いします。 

  

事務局 ・次回は 2月 17 日(金)14 時から。 

 ・メールで事前確認させていただきましたが、前回の会議録（資料４）について、

これで確定させていただきます。ホームページにも掲載します。 

 ・12 月 11 日(日)、北コミュニティセンターにおいて「地域包括ケアシンポジウム」

を開催します。 

  

部会長 長時間ありがとうございました。これで第３回の会議を終了いたします。 

  

 


